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1．本書は、県営低コスト化水田農業大区画は場整備事業（清水堂地区）に伴う、富山市清水堂A遺跡、清

水堂C遺跡、清水堂D遺跡、清水堂宗平邸の発掘調査、清水堂B遺跡、清水堂D遺跡、清水堂小深田遺跡

の試掘調査概要である。

2．調査は、富山県農地林務部富山農地林務事務所の依頼を受けて富山市教育委員会が実施した。調査費

用の地元農家負担分については富山市教育委員会が国庫補助金・県費補助金の交付を受けた。

3．調査の期間、発掘面積、担当者は次のとおりである。

清水堂A遺跡

清水堂C遺跡

清水堂B遺跡

清水堂D遺跡

清水堂小深田遺跡

清水堂宗平邸遺跡

平成7年5月8日～平成7年7月21日　発掘　200丑f

平成7年5月8日～平成7年7月21日　発掘　250正

平成7年12月20日～平成8年1月29日　試掘5，㈱0正

鹿島、小林

鹿島、小林

鹿島

平成7年12月20日一平成8年1月20日　試掘4，㈱0正発掘6001が　　　鹿島

平成7年12月23日一平成8年1月22日　試掘4，000I正

平成7年12月23日～平成8年1月20日　発掘　50正

4．調査にあたり富山県教育委員会文化課、富山県埋蔵文化財センターの指導・助言を受けた。

5．調査は、富山市教育委員会生涯学習課学芸員鹿島昌也、同学芸員小林高範が担当した。

6．本書の編集・執筆は鹿島が担当した。

7．調査の実施から報告書作成までの間に次の各氏から有益な助言と協力を頂いた。記して謝意を表したい。

安達志津・上野　章・島田修一・宮田進一・山本正敏（五十音順、敬称略）

8．本書の挿図・写真図版の表示は次のとおりである。

（D方位は真北、水平基準は海抜高である。

の遺構の表記は次の記号を用いた。

SB：掘立柱建物、SD：溝、SK：土坑、P：柱穴状ピット、SE：井戸、SX：その他の不明遺構

鞠挿図の遣物縮尺は1／2・1／3・1／4を原則とした。写真図版の遣物縮尺は1／2・1／3を原則とした。
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I．遺跡の位置と環境
清水堂遺跡は、富山市の東北部の水橋清水堂地区にあり、東は上市町、南は舟橋村と接する位置に

ある。清水堂地区は西に流れる常願寺川の扇状地扇端部の湧水地帯にあたり、大辻山に端を発する白

岩川が、明治38年に改修されるまでは曲折して流れおり、現在の自然堤防や河岸段丘などの微地形を

形成し、この地区もその白岩川の右岸に位置し、現在は集落の外れを流れている川も改修前は集落の

傍まで来ていた。このため川の後に広がる平野部では早くから豊富な水資源を利用した水田耕作が行

われ、河川を利用した水運も発達していた。標高は約9mを測る。

周辺には白岩川の両岸をはじめ、上市川の河岸段丘との間に形成された微高地上の平野部には、縄

文時代早期から近世に至る多くの遺跡が存在する。清水堂に集落が営まれる弥生時代、特に後期から

古墳時代初期、周辺には上市町江上A遺跡のような大集落や、滑川市魚窮遺跡、富山市金尾遺跡等が

見られる。

古墳時代になると白岩川本・支流城には「白岩川流域古墳群」と呼ばれるように多くの古墳が造ら

れる。上流部の丘陵尾根上には柿沢古墳群があり、中・下流域の平野部に至ると立山町に径46mの青石・

周濠・周庭帯をもつ稚児塚古墳があり、舟橋村には竹内天神堂古墳（前方後方墳）、塚越古墳（円墳）

があり、富山市に至ると清水堂・宮塚・若子塚古墳が造られる。集落では古墳時代の前期にかけては

弥生時代後期からの存続が窺えるが、中期になるとその中心が他地域へ移動したのか、この地域に見

ることが出来なくなる。

古代以降は立山町を中心に立山窯跡群が造られる。古代から中世にかけては須恵器窯が盛行し、中

世末に開架された越中瀬戸焼の窯が近世には一大窯業地として栄え、清水堂もその消費地としての役

割を担っていたものと思われる。

1清水堂A遺跡
2　清水堂B遺跡
3　清水堂古墳
4　清水堂C遺跡
5　清水堂小深田遺跡
6　清水堂宗平邸遺跡
7　清水堂D遺跡
8　水橋田伏南遺跡
9　水橋金広遺跡
10清水堂F遺跡
11清水堂E遺跡
12水橋中馬場遺跡
13HS－07遺跡
14田伏・佐野竹遺跡
15金尾遺跡

16官塚古墳
17若王子塚古墳
18小出城跡
19水橋池田館遺跡
20水橋石政遺跡
21水橋荒町遺跡
22金尾新遺跡
23新堀遺跡
24水橋二杉遺跡
25竹内遺跡
26竹内天神堂古墳
27仏生寺城跡
28小平遺跡
29浦田遺跡
30放土ケ瀬北遺跡

第1図　水橋清水堂地内所在遺跡と周辺の遺跡（1：50，000）

－1－



鼻　　　 1　　　　 十 、－1、、一　一1ニー・抗 嫌 洋 紅 Ⅲ

セナも　　れ傘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r一一や、　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I ．1‾－V－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と
一類　　　　 い　 主上ゲ・・言当　 こ日工 ‡　 1′・一一一傭ザ

ttl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や 1‾ヽ　　1

岬＿鵬．齢 ・一圭 瞳 ∴ 〃 ・・・ ・7　 剥 ：・‥．：：‘＿事 尉t　　申す　　　　　　　　　 、　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 酢斗1〔m r¶「㌢壇短
撃 匿も　 r撃 転 義 適 罰 馳 ‾‘‘遇 暴

く、ヽ
汗 漉　　　 き4　　　　　　　　　　 ‥

t1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　1イ　　1
十kJ　　　　　　　　　　　　　　 、′．こが守．ふ年も謡翠完了彗熱バ料

ト　　　　ノタ＿

r＿膿 ，－疲 琶 鷺 こ‾1 冊やーニー・

畦 携 藩 義・－・・・・・　 整 調 漕

上狛 ′・・i ＿．こ．一一藩 監 翫 蟻 瀾 甑 杭 閻 閻

・一・一、叫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－‘
着　　　　　　　　　　　　　　　 日つ‖

Ihき．㌢1、．転、‾′‘「十・本恥－．，．、．．．　　　　　 r～・ま一、一と　　　　　　　 i i i 「「肛

番号　 遺　 跡　 名　　 面　 積　 番号　 遺　 跡　 名　　 面　 積
1 清水堂A遺跡　　　 6，500汀f　7　清水堂D麺跡　　　 4，000が

2　清水堂B遺跡　　　 5，000汀f　8　水橋田伏南遺跡　　 5，700m？

3　清水堂古墳　　　 工事除外　 9　水橋金広遺跡　　 3，800m？

4　清水堂C遺跡　　　 5，500I迂 10　清水堂F遺跡　　 16，000が

5　清水堂小深田遺跡　 4，000I迂 11 清水堂E遺跡　　　 29，000Iが

6　清水堂宗平邸遺跡　 1，100Iが　計　　　　　　　　　 80，600Iが

第1表　 ほ場整備事莱地内所在痕跡
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I．調査にいたる経緯
平成4年度に、富山市水橋清水堂周辺の約36haの水田を対象として、県営低コスト化水田農業大区

画は場整備事業（清水堂地区）の計画が立案された。事業地内には既に周知の遺跡として、5遺跡（清

水堂A遺跡、清水堂B遺跡、清水堂C遺跡、清水堂D遺跡、清水堂古墳）の所在を確認していた。た

だし、一部に未調査地が残っていたため、平成5年1月に富山市教育委員会が詳細な分布調査を実施

した。その結果、6遺跡（清水堂E遺跡、清水堂F遺跡、清水堂小深田遺跡、清水堂宗平邸遺跡、水

橋田伏南遺跡、水橋金広遺跡）を新たに発見し、事業地内で合わせて11遺跡の所在が明らかとなった（第

2図、第1表）。

分布調査の結果を踏まえて、富山県埋蔵文化財センター・富山県教育委員会・富山農地林務事務所

など関係機関の間で協議を重ね、事業が開始される平成6年度から富山市教育委員会が主体となって、

事前に遺跡の試掘調査、発掘調査を進めていくこととなった。

平成6年度は、平成6年12月に清水堂A遺跡と清水堂C遺跡、平成7年3月に清水堂宗平邸遺跡を

対象として試掘調査を実施し、それぞれ遺跡の所在を確認した。

平成7年度は、平成6年度に所在が確認された遺跡の中で、農道敷設工事にかかる箇所について発

掘調査を実施した。あわせて平成7年12月から清水堂B遺跡、清水堂D遺跡、清水堂小深田遺跡の試

掘調査及び清水堂D遺跡の発掘調査を実施した。

・一・一－　 遺跡概略範囲
に≡コ　 試掘錮査範囲

匪琵魂　 発掘調査範囲

第2図　遺跡調査位置図（1：5，000）

1．清水堂A遺跡　2．清水堂B遺跡　3．清水堂古墳　4．清水堂C遺跡
5．清水堂小深田遺跡　6．清水堂宗平邸遺跡　7．清水堂D遺跡
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Ⅲ．調査の概要

1．清水堂A遺跡
（1）発掘調査の経過と層序

平成6年度の試掘調査の結果、1，500nfの範囲に遺構の検出こそ無かったものの、厚さ約20cmの遺物包含

層を確認し、土師器等古代を中心とする遣物の散布状況を確認していた。

平成7年度は試掘結果を踏まえ、遣物が散布する範囲内を南北に縦断する排水路敷設部について幅4m、

延長50mの調査区を設定し、重機による表土排土後、作業員による遺物包含層発掘、続いて遺構確認を行

った。

基本層序は、第1層灰色土（水田耕作土）、第2層灰褐色土、第3層暗灰褐色弱粘質土、第4層暗黄灰

色粘質土となり、第5層灰色粘土の地山面に至る。第2層から第4層までは、弥生時代から中世までの遺

物を含む遣物包含層である。

（の遺構と遺物

試掘調査の際、遺構は確認されておらず、今回の発掘調査においても調査区北端に幅40－50cm、深さ4

cmの浅い溝1本と穴1（深さ10cm）が検出されるに留まった。遺物は遣構内からは検出されなかった。

今回の調査で出土した遣物は、全て遣物包含層中からのもので、弥生時代から中世にかけてのものが見

られる。

1は扇平片刃石斧である。刃先全体に光沢が観察され、先端部の一部を残して使用による微細剥離が見ら

れる。弥生時代中期のものである。2は須恵器の壷である。3は須恵器の有台杯である。高台端部はナデ

による丸みを帯びる。4は須恵器の無台杯である。口縁部は直線的にのびる。5は珠洲焼の壷である。器

面を櫛目波状文で加飾し、肩に横位の環状把手を付す。I期に位置する。6－9は珠洲焼の片口鉢類の口

縁部である。6・8に卸し目が観察される。口縁形態は6・7が水平口縁をなし、8は口縁端部をやや外

側に肥厚させる。9は口線内端に面を取り、そこに櫛目波状文帯をめぐらす。6－8は吉岡編年（吉岡

1994）Ⅲ～Ⅳ期、9はⅤ期に属するものと思われる。10は青磁碗の底部片で高台縁を面取りする。11・12は

瀬戸焼の皿で、15世紀頃のものと想定される。

㈹小結

今回の調査区内からは、狭長な調査区の為、遺構の検出は僅かであったが、包含層より中世を主体とす

る遣物の出土を見た。出土した遣物から遺跡は14－15世紀頃に営まれた集落の縁辺部であると考える。

2．清水堂C遺跡
（1）発掘調査の経過と層序

平成6年度の試掘調査の結果、2，000I正の範囲に中世（鎌倉時代）を主体とした遺跡の所在を確認した。

これを踏まえ、富山農地林務事務所と協議を行い、排水路敷設予定地にかかる250Hfについては発掘調査に

ょる保護措置を要することとなった為、平成7年5月から重機による壌土排出後、地元清水堂地区を中心

とする発掘作業員による遣物包含層発掘、続いて遺構確認を行った。

基本層序については、表土から地山まで70cmを計り、第1層灰色土（水田耕作土）、第2層灰色シルト

土（旧耕作土、厚さ約30cm）、第3層暗褐灰色シルト土（遣物包含層、厚さ約20cm）、第4層黄灰色の地

山土に至る。第4層の地山面を掘り込んで黒灰色あるいは暗灰色の覆土を呈する遺構面が存在する。

物発掘調査の概要

発掘調査は遺跡範囲のほぼ中央を南北に延びる調査区250I正を設定して行った。検喝された遺構は、溝跡

7条、井戸跡22基、土坑6基、小穴5基がある。出土遺物は、弥生土器、須恵器、緑粕陶器、土師質土器、

越中瀬戸焼、越前焼、珠洲焼、瓦質陶器、近世陶磁器、青磁、動物骨片、鉄鏡、五輪塔火輪、漆塗木製品傭）、

箸状木製品、木簡「一」、各種木製品、種子等植物運休、炭片等が出土している。多くの遣物は井戸跡、
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溝からの出土である。

㈹遺構と遺物

井戸跡（SE）

井戸跡は全部で22基検出し、殆ど平面形は円形を基調とする。

SEOl（Ⅹ23m4）

開口部直径約1．3m、底径1．0m、深さ1．25mを計る。素掘りの井戸で、箸状木製品、人頭大の石1個を検

出した。

SEO2（Ⅹ209Y14）

開口部直径約0．7m、底径0．65m、深さ0．8mを計る。素掘りの井戸である。

SEO3（Ⅹ20m4）

開口部直径約0．95m、底径0．65m、深さ1．46mを計る。素掘りの井戸である。拳大の石を数点検出した。

SEO4（Ⅹ21m5）

開口部直径約1．1m、底径0．8m、深さ1．2mを計る。素掘りの井戸である。

SEO5（Ⅹ20m3）

開口部直径約0．9m、底径約0．8m、深さ1．26mを計る。素掘りの井戸である。

SEO6（Ⅹ21m3）

開口部直径約0．75m、底径0．6m、深さ1．刃mを計る。素掘りの井戸で、須恵器有台（22）、緑粕陶器（3）、

越前焼（21）、瀬戸焼を出土した。

SEO7（Ⅹ21m4）

開口部直径約0．8m、底径0．55m、深さ1．27mを計る。素掘りの井戸である。

SEO8（Ⅹ230Y15）

開口部直径約0．8m、底径0．5m、深さ0．95mを計る。素掘りの井戸で、越中瀬戸焼丸（31・2）、措鉢（3）、

五輪塔の火輪（34）を検出した。五輪塔の火輪は上部のほぞ穴が深く、底部が平らな形態をとり、15世紀

頃のものであるが越中瀬戸焼が共伴していることから、井戸の年代は17世紀代に降るものと思われる。

SEO9（Ⅹ21m5）

開口部直径約0．6m、底径0．5m、深さ0．8mを計る。素掘りの井戸である。石を数点検出した。

SEl O（Ⅹ21m6）

開口部直径約0．7m、底径0．5m、深さ約1．0mを計る。素掘りの井戸である。川原石を20個以上検出した。

SEll（Ⅹ21m4）

開口部直径約0．8m、底径0．55m、深さ約0．6mを計る。素掘りの井戸である。井戸の上面に石（約20cmX

lOcm）が数点検出された。

SE12（Ⅹ21m4）

開口部直径約0．6m、底径0．45m、深さ約0．4mを計る。西壁面に井戸枠の残片と思われる曲げ物状になっ

た木片を検出した。遺構の上面には小礫が多量に入り、土師質土器片も混じる。掘り込みが他の井戸より

浅く、井戸ではなく曲げ物を埋めた土坑の可能性もある。

SE13（Ⅹ21m5）

開口部直径約0．7m、底径0．6m、深さ約0．4mを計る。素掘りの井戸である。

SE14（Ⅹ20m3）

開口部直径約0．8m、底径0．65m、深さ約1．4mを計る。素掘りの井戸である。越中瀬戸焼の丸皿（24）を

検出した。

SE15（Ⅹ23m3）

開口部直径約0．7m、底径約0．5m、深さ約0．7mを計る。素掘りの井戸である。井戸内からは多量の箸状木

製品が出土し（第14図）、各種木製品も検出された（第13図）。土器は土師質の皿（35）や内面黒色の土
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師器椀（26）の他に珠洲焼片、越前焼片も出土している。また、埋土を現地であるいは持ち帰り、水洗い

したところ多くの植物遺体が検出された。その多くは種子類で、柿、桃、ウリ科植物等がある。

SE16（Ⅹ23m2）

開口部直径約0．95m、底径約0．6m、深さ約0．92mを計る。素掘りの井戸で、珠洲焼の措鉢の底部片（30）

を検出した。

SE17（Ⅹ24m2）

開口部直径約0．7m、底径約0．55m、深さ約0．8mを計る。素掘りの井戸である。

SE18（Ⅹ21m4）

開口部直径約0．6m、底径約0．4m、深さ約0．7mを計る。素掘りの井戸でSE07とSE21に接する位置

にある。

SE19（Ⅹ235Y13）

開口部直径約0．75m、底径約0．5m、深さ約1．05mを計る。素掘りの井戸である。

SE20（Ⅹ21m3）

開口部直径約0．55m、底径約0．35m、深さ約1．05mを計る。素掘りの井戸でSE21と切り合って位置する。

SE21（Ⅹ21m3）

開口部直径約0．75m、底径約0．6m、深さ約1．01mを計る。素掘りの井戸で、越中瀬戸焼の丸皿¢7・28・29）

の他に鉄鏡（図版9）を検出した。
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L＝8．500

・、・、・＼・＼、＼、＼⊥、∴∴∴・＿∴・′
1灰色シルト土（旧耕作土）

2　黄褐色土

3　時褐灰色シルト土（遺物色含層）

4　時褐色弱粘質土（黄色ブロック含む）

5　時灰褐色土弱粘質土

6　時青灰色砂質土

7　暗褐色シルト土

8　黄灰色色シルト

9　暗褐色シルト土

10　時灰黄色シルト土

11時灰褐色シルト土

12　時褐灰色シルト土

13　灰褐色弱粘質土

14　時褐灰色シルト土

15　褐灰色粘質土（砂まじり）

16　時灰色弱粘質土（黄灰色ブロック少量含む）

17　時灰色弱粘質土
（植物質、炭などを含む）

第6図　清水堂C遺跡SDOl遺物出土状況（1／100）及び西壁土層断面図（1／50）
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＋羊霊1
第7図　SEO8遺物出土状況（1／20）

第9図　SE11及びSE12遺構平面図及び土層断面図（1／20）
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第13図　清水堂C遺跡　遺構出土木製遺物実測（1／4）
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SE22（Ⅹ23m4）

開口部直径約0．65m、底径約0．55m、深さ約1．1mを計る。素掘りの井戸で、底部近くに約40cmX25cmの大

きさの石が検出された。

溝跡

SDOl（第6図）

調査区南寄りに位置し、溝以南は遺構が薄くなる。幅約4．2mを計る。出土遺物には、弥生土器（9・10・11）、

越中瀬戸焼（13・14）等がある。

土坑

SKOl（第8図）

調査区のほぼ中央に位置する。直径約1．25mを計る。土坑内からは箸状木製品約850本の他に、木製品（第

13図）

が多く検出され、越中瀬戸焼（17）等も出土している。

SKO2（Ⅹ223Y15）

調査区東壁にかかる土坑で、ここからも箸状木製品が数点検出された他、越中瀬戸焼片等が出土している。

㈹小結

今回の調査では約250I正という狭長な調査区の中から22基もの井戸跡が検出されている。出土遣物から中

世から近世期にかけて利用された井戸跡であったと考えられる為、何世代かに渡った集団の利用が考えら

れる。清水堂地区は、その名が示すとおり、立山連邦からの伏流水の湧水地帯にあたり、現在でも井戸水

が多く利用されている。清水堂の名はこの地が作付け用水不足で早魅が続いた折、一夜一老人の夢の告げ

により、村人が井戸を掘ると清水が湧き、そこにお堂を建て、諏訪神を祀ったという伝承がその由来とし

て残っている。湧水地を求めてこの地を選んで生活を営んだ集団の集落が近隣に想定される。

3．清水堂B遺跡
（1）試掘調査の概要

清水堂B遺跡は富山市水橋清水堂字中坪、字大塚に位置し、現在は墓地に覆われている清水堂古墳を囲

むように遺跡の広がりが想定されている。今回のほ場整備では、古墳の墳丘と考えられる高まりは、工事

から除外されることとなり、周囲の水田及び畑地約5，0001正が工事対象となるため、試掘トレンチを13箇所

設定し、試掘調査を行った。清水堂古墳の周囲には、周濠等の施設が残っている事が想定されるため、古

墳を中心に作物の作付けの合間を縫って放射状に試掘トレンチを設定した。

基本層序は、第1層耕作土（厚さ15－20cm）第2層灰褐色土（厚さ1－20cm、遺物包含層）、第3層黄

白色あるいは青灰色土（地山土）に至る。第3層の地山面を掘り込んで、穴、溝等の遺構が検出された。

遺構面は表土から約15－40cmの位置に検出されている。

物遺構と遣物（第15図、第17図）

今回設定した全ての試掘トレンチから遺構が検出された。1T・2T・10T～13Tにおいては、幅7－7．5mの溝

が各々のトレンチを横切っており、それを繋ぐと清水堂古墳を取り囲むような形となり、古墳の周濠であ

った可能性が高い。なお、一部トレンチにかかる溝の覆土を除去してみた所、深い所で約20cmで溝底に至り、

上部がかなり削平を受けていた事が想定できる。また、周濠に囲まれた墳丘側の平坦面には、中世期の遺

構が検出され（11T～3T）、当該期には古墳が削平を受けていたことが想定される。しかし今回確認され

た溝から、墳丘の直径を推測すると、清水堂古墳は約30mの円墳であった可能性が高い。

一方、調査区西寄りに設定したトレンチからは、掘立柱建物に伴うと考えられる小穴群を検出した（4T

～印。
出土した遺物は、弥生土器（1、2）、須恵器蓋（3）、土師器（4－7）、越中瀬戸焼（8－13）、唐津焼

（14・15）、珠洲焼等がある。周濠と思われる溝跡からは、弥生土器が検出されたのみで、古墳の時期を決

定付ける遣物の出土は無かった。
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4．清水堂小深田遺跡

（1）試堀調査の概要

清水堂小深田遺跡は、富山市水橋清水堂字小深田地内に位置している。ほ場整備にかかる4，㈱Onfを対象

に試堀トレンチ21箇所を設定し調査を行った。

基本層序は、第1層水田耕作土（厚さ30cm）、第2層黄褐色シルト土（厚さ10～15cm、遺物包含層）、
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第18図　清水堂小深田遺跡試掘調査出土遺物実測図（1／3）
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第3層暗灰色粘質土（厚さ約40cm）、第4層黒褐色粘質土（厚さ10－15cm）、第5層青灰色粘土（地山土）に

至る。遺構面は第5層を掘り込んで若干の溝跡、小穴等を検出している。第2層には若干の遺物が確認され

たが第3層上面には遺構は確認されていない。

遺構は調査対象区東寄りに設定したトレンチで確認されており（6r－9T・11刊、4T・10Tの北寄りには

遺物包含層から土器等の出土を見た為、この範囲を含め清水堂小深田遺跡は1，700m竿の範囲に広がっている

状況を確認した。

㈹遺構と遺物（第16図、第18図）

遺構は6T～9T・11Tのいずれも北寄りの地区に、トレンチの東西を幅20～30cmの溝が数条横切る。覆土は

黒褐色粘質土を呈する。一部覆土中から自然木の出土が確認できたが、土器等は確認されなかった。

出土遺物には、弥生土器（1）、須恵器蓋（2・3）須恵器有台杯（4）、珠洲焼（5）、土師質土器（6）、

越中瀬戸焼（7－13）、近世～近代陶磁器（14－19）等がある。

5．清水堂宗平邸遺跡

（1）調査の経緯

平成6年度の試掘調査で、約200nfに遺跡の範囲を確認した。これを踏まえて富山農地林務事務所と協議

を行った結果、水路敷設箇所501嗣こついて発掘調査による保護措置を要することとなり、発掘調査を実施

した。

㈹発掘調査の概要（第21図）

遺跡の中央を南北に延びる50I正の調査区を設定し、発掘調査を実施した。検出された遺構は、調査区両

壁から北東方向に延びる溝跡数条を検出し、調査区北寄りに数か所と南寄りに1箇所小穴を検出した。溝

跡からは木片及び小石を数点検出するに留まった。遣物は調査区北寄りから土師器片数点及び、近世陶磁

器片数点が出土した程度で、遺構の時期を確定できる遣物の出土は見なかった。
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第20図　清水堂D遺跡試掘調査出土遺物央測図（1／3）
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㈹小結

今回の調査区は50正と僅かであった為、遺跡の性格を決定付けることは困難であるが、地元の人たちの

話によると、昔この地に「そうべいやしき」と称される屋敷跡が存在していたと伝え聞いており、字名に

残る宗平邸がかつてこの周囲に存在していた事を想定させる。

6．清水堂D遺跡
（1）試掘調査の概要

清水堂D遺跡は、富山市水橋清水堂字押上、字与三兵衛屋敷地内に位置している。ほ場整備にかかる約

5，000I正を対象に試掘トレンチ19箇所を設定し調査を行った。

基本層序は、第1層水田耕作土（厚さ15－20cm）、第2層灰褐色土（厚さ1－20cm、遣物包含層）、第

3層黄褐色土（地山土）に至る。遺構面は、第3層を掘り込んで溝、土坑、小穴等が西端に設定した19T

及び南端の4T以外の全てのトレンチから検出された。遺構面は表土から約15cmから30cmと比較的浅い位

置に存在している。清水堂D遺跡の範囲は3，760I正に所在することが確認された。遺跡の南は旧白岩川の川

道にあたり、現況水田面は約1mの段差がある。遺跡の確認された地点は、旧白岩川が北から東へ向かい

さらに南へと摺曲する低位段丘に位置するため、幾度かの水害や、耕作等の削平を受けていることが想定

される。

出土遣物等から、遺跡は弥生時代中期末から後期後半を主体とする集落跡と考えられ、若干中世期から

近世期の遺構も同一の遺構面に存在するものと想定される。

物遺構と遺物（遺構第19図、遺物第20図）

試掘調査対象地の東寄り（諏訪神社の南）の地区に大溝あるいは谷地形の北肩が検出され（18T・1汀r）、

覆土中か　ら完形に近い弥生土器の壷等が出土した（15・16・17）。また、2Tからは直径約1－1．5mの円形の

土坑群が検出され、暗灰褐色の覆土中からは、破砕した弥生土器片が多く出土している。さらに、5Tから

はスタンプ文を施し丁寧にへラミガキされ赤彩を施された高杯（7）が出土している。遺跡の中央付近は遺

構の密度は薄くなる（6r・7T）が、さらに西になると溝・穴・焼土を伴う土坑等も存在し遺構の密度は濃く

なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

出土遣物には弥生土器の賓・壷・高杯・器台、土師器、珠洲焼、越中瀬戸焼などコンテナ箱4箱分出土

した。

㈹発掘調査の経緯

試掘結果を踏まえて富山農地林務事務所と協議を行った結果、諏訪神社南の地区については、水田面調

整を行った結果現況の高さを保ったまま整備を施工する事で、遺構などは保護される事となったが、当該

地区以西の水田及び農道・水路については、県農地林務事務所側で地元を含めて検討された結果、現況よ

り約1m近く削平を行う計画の変更が不可能となった為、まず諏訪神社西側の南北に延びる道路及び水路

約600正を対象に発掘調査を実施した。道路及び水路以西の水田面調整により削平の計画がある地区につい

ては、今後、工法等を検討し発掘調査が必要となるか、県埋蔵文化財センターの指導の下、協議を詰めて

いく事となった。

㈹発掘調査の概要

試掘調査で遺構面は表土直下に検出されているため、重機による表土排土中にも遺物が出土しており、

表土も遣物包含層ととらえる事も可能である。ただ、耕作の為砕片が多く接合する遣物は僅かであった。

表土排土後、作業員により遺構検出作業、遺構発掘を引き続き行った。

検出された遺構は弥生時代後期後半～終末期と考えられる掘立柱建物1棟・大小の円形土坑19基・溝跡

1条、古代の溝跡1条、中世～近世の土坑3基・溝跡3条・小穴群等がある。

出土遺物は、弥生時代後期後半から終末期にかけての土器（賓・壷・高杯・器台・椀・蓋）、ヒスイ原石、

水晶原石、ガラス小玉、緑色凝灰岩片等が円形土坑中から出土している。

円形土坑群の詳細については別表及び籾で記すが、切り合いをもつもの（SKO3・08・15・16）が存在し、
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L＝8．600m
Pl

丁晋二
1．黒色粘土
2．黒灰色粘土
3．暗灰褐色粘土

（遺構図は1／80、土層図は1／40）

1．灰色耕作土
2．黒灰色粘土
3．暗褐灰色粘土
4．暗灰褐色粘土

－　5．暗灰褐色粘土
6．黄灰白色粘土
7．灰色粘土
8．灰色粘土（黄褐色砂混）
9．灰色粘土（灰白色粘土謳）
10．暗灰色粘土
11．褐灰色粘土（黄褐色砂浪）
12．褐灰色粘土（灰白色粘土混）
13．淡黄灰色粘土

第21図　清水堂宗平邸遺跡発掘調査　遺構平面図及び調査区南壁土層断面図
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ある程度時期幅をもって造られていったものと想定される。掘立柱建物については、また、SK18・SK

21は古代の溝に切られ、SKOlは中世の以降の溝跡に切られている。

一方、SKOlの北に南北方向に走るSDOlを境にして、弥生時代の円形土坑は見られなくなり、中世期の遺

構がその主体となる（SK14・SDO3・04等）。掘立柱建物に伴うと考えられる小穴群が、Ⅹ35－50付近にま

とまって検出されているが、現近代～現代にかけての小穴も混じっており、弥生期及び中世期と確定でき

る建物跡に伴う柱の並びを確認するには至らなかった。

掘立柱建物（SBOl）については、Ⅹ21－28付近に東西方向に調査区を横切っており、1間？×3間以上？の

建物と想定され、南側の柱列に近接して柱列が確認出来、建て替えが行われていた事が想定される。

㈹円形土坑について

土坑はほぼ直線上に並ぶ直径1．5m～1．7mの一群とその周辺に直径2．0m～2．3mのやや大型の円形土坑群が

配置している。土坑内から出土する土器は殆ど破砕された状態で、埋土は地山中ブロックが混入し、自然

に埋ったものとは考えにくく人為的な埋め戻しによる状況が伺われ、中には途中で薄い焼土及び炭層が入

る土坑も4基確認されている。出土遣物は破砕された土器に混じって、ガラス小玉、ヒスイ・水晶の原石、

緑色疑灰岩片を埋土中から検出した土坑も存在する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

土坑が造られた時期についてであるが、切り合い関係をもつ土坑もあり若干の時期幅は考えておく必要

がありまた、今後の出土土器の詳細な検討を要するが、弥生時代後期終末以前の時期に造られたものと思

われる。

弥生時代の後半一終末の時期に、丘陵上に形成される集落において大型の円形あるいは方形の土坑が見

られる。

この土坑に関しての論考も行われており、その機能としては地下式の貯蔵用施設であるとの見解がなされ

ている。

ところが、富山市内においてこれまで調査例の少なかったこの時期の平野部において近年、2遺跡からかか

る円形土坑がまとまって出土したことから、これまで概して台地・丘陵上での検出例から、その見解がな

されてきた貯蔵穴としての性格に一考を加え得る資料になるのではないかと考える。

一つは本報告で紹介した白岩川中流右岸に位置する清水堂D遺跡例であり、もう一つは海岸部に近い富山

市目方江遺跡で確認されている例である。後者においては、遺跡のすぐ西を村川水路が流れ、海岸砂丘内

側に広がる微高地上に立地し、42niのトレンチ内に直径1．8m～2．2mの3墓の円筒状土坑と直径4．3mの断面U

字形土坑1墓を検出している。遺構を区画する溝等は確認されてないが、遺跡西側に集中するという占地の

特色が指摘されている。円筒状土坑からは赤彩された土器も出土しており、堆積状況から貯蔵穴もしくは

墓墳ではないかとの見解が示されている。なお、断面U字形土坑については時期が遡り弥生中期の遺構とさ

れている。

以上の2遺跡は、扇状地からデルタ地帯及び海岸近くに位置するといった立地条件からして頻繁に洪水等

の被害を被る場所にある、一般に貯蔵用施設と理解されている遺構の条件を備えているが、ここではそう

いった利用以外の用途も今後検討していく必要があるのではないかと考えている。

参考文献

古川知明1989「目方江遺跡」『昭和63年度　富山市埋蔵文化財発掘調査概要』富山市教育委員会

三浦純夫1987「北陸における弥生時代の大型土坑」『考古学と地域文化』同志社大学考古学シリーズⅡ

北野博司1991「大型土坑について」『押水町冬野遺跡群』石川県立埋蔵文化財センター
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番号 遺構番号 遺構位置 直径m 壁清 出　 土　 遺　 物 備　　　 考

1 SK Ol ⅩM Y13 1．75 あり 弥生麻杯脚1・壷口緑2肩1・碧か壷の底部1・破片51） SD03に切られる

2 SK O2 Ⅹ3m 3 1．67 あり 弥生盾杯1・赤彩壷口縁1・碧口緑1・碧か壷の底部1・口縁部2・破片37）

3 Sm 3 ⅩきⅣ13 1．50 なし 弥生跡形壷1・東口緑4・碧か壷の底部2・破片71）、水晶原石1
SK 15 ・16を切る

薄い炭層入る

4 SK O4 Ⅹ2m l 2．30 あり 弥生席杯脚1・壷口縁2・襲口緑1・碧か壷の底部2・破片115）

5 SK O5 ⅩⅣn 3 2．30 （あり）弥生盾杯脚2・壷口緑1・碧口緑5・碧か壷の底部1・破片鋤

6 SI《）6 Ⅹ鄭n 5 2．31 あり 弥生倖彩高杯1・高杯脚1・高杯杯1・赤彩壷口縁・碧口緑5・
碧か壷の底部1・破片81）、石（チャート）1、鉄片1

7 SI《）7 Ⅹ汀n 3 1．52 あり 弥生蹄形土器の体部片1・赤彩高杯1・高杯脚2・壷1・壷口縁3・
碧口縁1・？口縁4・碧か壷の底部1・破片鋤　 －

8 SK O8 Ⅹ21Y 13 田．33）あり 弥生庫口緑1億口縁1・？口縁7・寮か壷の底部2 ・破片は臥 炭片 柱穴・Sm 5を切る

9 SK O9 Ⅹ辺YlO 1．50 あり 弥生席杯脚1・高杯杯1・壷口緑1・襲口緑2・？口縁2・破片鋤 、ヒスイ原石1 炭層・焼土入る

10 SK lO Ⅹ好n l 田．鋤 弥生盾杯脚1・？口縁1・破片瑚 柱穴を切る

11 SK ll Ⅹ遥Y15 仕．5の 弥生膵彩高杯1・東口縁1・破片均

12 SK 15 Ⅹ召Y14 弥生盾杯台部1・碧口縁1・破片36）、緑色凝灰岩小片

13 S K 16 Ⅹ召Y 12 （1．鋤 なし 弥生庫 口緑2・磐底部1・破片鋤 、緑色凝灰岩小片

14 S K17 Ⅹ3m 6 （1．掲）なし 弥生土器破片3

15 SK 18 n m 2．（氾 あり 弥生膠台？1・破片3の SD 02に切られる

16 SK 20 Ⅹ1m O 2ユ0 弥生盾杯脚1・高榊 ・壷口縁1・？口縁2・酎 底部1・破片抑 薄い炭焼土層入る

17 SK 23 Ⅹ基Yll （1．均 弥生席杯1・碧体部1・破片2の SKlOを切る

18 SK 26 Ⅹ好n 5 田．鋤 なし 弥生盾杯台部1・器台71・壷口緑1・？口緑1・破片嘲 薄い炭・焼土層入る

19 SK 30 Ⅹ1m 3 弥生麿か壷片6・破片の

第 2 表　 円形土坑観察表

1 0 0 m

l　　　　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

第22図　清水堂D遺跡発掘調査遺構平面図（1／200）
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SKOl

11

＿■N

3　12SDO3

10　　　　　6
1．褐色土　　　　7．地山土　Y

2．明褐色土　　　8．灰褐色土（灰粒・黄色土粒入る）
3．灰褐色土　　　9』書灰褐色土

4．暗灰褐色土　10．灰色土（輪郭に明褐色土）
5』音黄灰色土　11．黄褐色土（砂質）
6．時黄褐色土

SKO5

1．灰褐色土師含む）6．時褐灰色土　11．時灰褐色砂質土
2．黄灰色土
3．灰褐色土
4．時褐灰色土
5．灰褐色土

3　SKO7

7．時褐灰色土
8．黄灰色土
9．灰褐色土
10．褐白色砂質土

－　S

1．灰褐色土　　　　　　　6．灰褐色土

2．灰褐色土（黄白色土混）7．暗褐色土（黄色地山ブロック入る）
3．黄白色土
4」天褐色
5．黄褐色シルト土

SKO8

1314 17

1．灰褐色土

2．時灰褐色

3．灰褐色土（炭粒入る）
4．灰褐色土

5．時黄灰色土

6．時黄褐色土

7．暗褐色砂質土

8．時黄褐色土（黄色土多い）

13

1．珂褐色土（炭粒入る）
2』音灰褐色土（赤色焼土、炭混じる）

3．暗褐色土（炭層含む）

4．灰褐色土（黄色土含む）

5．時黄褐色土（黄色土含む）

6．黄褐色土

7．暗褐色土

8．暗褐色土（灰黄色土混じる）

35

9．暗褐色灰色シルト土

10．褐灰色土（黄白色ブロック入る）
11．灰褐色土

12．時黄褐色土

13．時黄褐色シルト土
14．時灰褐色シルト土

36

1周灰色土（黄白色土混）8．黄灰色シルト土　　　15．時褐灰色シルト土 22．灰褐色土
2．黄白色シルト土　　9．褐灰色土（黄・褐色土入る）16．時褐灰色シルト土（黄色粘土ブロック入る）23展褐色土
3周灰色土　　　　10．時灰色シルト土　　　17．褐灰色シルト土（黄色土少々入る）
4．黄白色土　　　　11．時褐灰色土　　　　　18．黄褐色土
5．暗褐色シルト　　12．暗褐灰色土（黄色土入る）19．灰褐色土

6．褐灰色土　　　13．黄褐色土　　　　　20．褐灰色土（黄色粒入る）
7周灰色土仕器多い）14個褐灰色土　　　　　21．褐灰色土（黄色ブロック入る）

SKlO SK23

1．灰褐色土
2．黄褐色土

5．時灰褐色土

6．灰褐色土（炭、焼土層）
3．時灰褐色土　　　　　　　　　7．黄白色土

4．黄褐色土（灰色土混じる）　　8．黄白色砂

sDO2　　　　　　SD18　　　　　　　　S

3．灰色土（褐色鉄分含む）
4．灰色土（黄色土入る）
5．暗褐色土（黄色土入る）
6．黄白色土（褐色土入る）
L＝9．300

SDOI
S　⊥－　U　＿　．＿Y二二＿＿’

9．時灰褐色土
10．灰色土

11．灰褐色土（黄色土ブロック状に入る）
12．時褐灰色土

－＿・ノー－N

21　　3

1．灰色土（耕作土）
2．黄色土（床土）
3．黄灰色土（〝）
4．暗褐色土
5．時灰褐色土

7　8

9．明黄白色土
10．時黄白色土
11．時灰色土

24月書褐色粘質土

29　2830

29．時黄褐色土

30．時灰褐色土

31．褐灰色土

25．時灰褐色土（黄白色土混じり）32偏褐色シルト土
26．時灰褐色シルト土　　　　33．時褐灰色土
27．黄灰褐色土
28．暗褐色シルト土

SKO9

6　　　　　10

1』音灰色シルト土
2．時灰色土

34．時灰色土

41　42　　40　　　　　39

36．暗褐灰色シルト膵混じり）
37．黄白色土（地山土）
38．灰褐色土
39．黒褐色シルト土
40．時灰褐色シルト
4・川音灰色粘質土

35．暗褐色土（炭、焼土層）42．時黄灰色土

8．黄灰色土
9．時灰白色砂質土

15．時黄褐色土　　　　3・暗灰褐色土（黒色土すじ状に入る）10農灰色土

5．灰色土（黄灰白色砂質土入る）12．時灰白色土
6．黄褐色土　　　　　　　　13．黒灰色シルト土

7・灰褐色土L＝9．300　　棚音灰白色砂質土
－　▼－

N＿■」．＿＿＿＿一．【lJL＿l一一・一」止．．．■．＿．・．＿・．

3　　2

16

15．時褐灰色土

16月音責褐色シルト土

16．暗褐色土（黄色土粒入る）竺・竺昏土　　　　　　1些竺聖ノヒト土膵、褐色鉄分含む）1て・き竺堅望．と要
18．灰白色（地山土）

SK26
l　＿＿1J一一一ニ「‥－一旦

1　　　　　　　　　2

12
9　　　　　　　9

9

6．明黄褐色砂質土（きめの細かい砂）
7．暗褐色シルト土
8．時灰褐色シルト土

9．灰色粘土
10．時灰褐色シルト土

1．灰色土（耕作土）　　　　6．灰白色土（きめの細かい砂）　11．暗黄灰色土
2．黄灰色土（床土）　　　　7．灰色砂（きめ細かくしまっている）12．黄褐色土
3．時黄灰色土　　　　　　　8．黄灰色土（黄白色土帯状に入る）13．時褐灰色土

4．時黄灰色土（炭混じり）　　9．明黄褐色±　　　　　　　　14．時灰褐色土

5農色土（卜2cm角の黒色粒入る）10・暗灰色土（炭層）　　　　　15属褐色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第23図　清水堂D遺跡発掘調査遺構土層断面図（1／40）

－23－



9　　　　　－　　　　1PCm

＝‾一一・二： 警若－‾‾‡子

二二謬24 ＝謬25

／「

．

千丁‾諺7

／

‾p’‾タ‾‾ふ‾‾ジ‾‾ふ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾竃。

9

【
　
　
　
2

愈
W
 
O

＼〒美声「二♂：

】　30

1，SKO12・3・29，SKO24・5，SKO36・7，SKO48・9，SKO5笠≡≡≡ニ＝≡⊇C†
10～12．SKO613・14．SKO715．SKO816－18p30．SKO9

第24図　清水堂D遺跡発掘調査出土遺物実測図鑑㌫K訂岩：㌫1慧盈鵠農024・SK23

－24－



－25－



2．清水堂A・C遺跡
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清水堂C遺跡出土木製品（スケールアウト）
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ふ　　り　　が　 な

所収遺跡名

ふ　 り　　が　な

所　 在　 地

コ嗜　－　 ド北　 緯

0　　　′　〝

東　 径

0　　　′　〝
調査期間調査面積

（ポ）

調査原因

市町村道路番号

しみずどう とやましみずはししみずどう
16201 241

36度 137度 19950508′

発掘　200
県営は場

清水堂A 遺跡 富山市水橋清水堂 42分

44秒

18分

47秒
′．　、．ll′
19950721

整備事業

しみずどう とやましみずはししみずどう
16201 244

36度 137度 19950508

発掘‘250 ．同　　　 上清水堂C 遺跡 富山市水橋清水堂 42分

34秒

18分

48秒
′■｝
19950721

しみずどう
清水堂B 遺跡

とやましみずはししみずどう
富山市水橋清水堂

も

16201 242

36度

42分

43秒

137度

18分

56秒

19951220

′．．、　－′
19960129

試掘5，000 同　　　 上

しみずどう とやましみずはししみずどう
16201 245

36度 1．・37度 1995・1220
試掘4，000

発掘　600
同　　　 上清水堂D 遺跡 富山市水橋清水堂 42分

34秒

19分

06秒
′′　、．．1′
19960120

しみずどう　こふかた
清水堂小深田遺跡

とやましみずはししみずどう
富山市水橋清水堂 16201 247

36度

42分

42秒

137度

19分

03秒

19951223

′．　、　．′
19960122

試掘4，000 同　　　 上

しみずどうそうべいてい とやましみずはししみずどう
16201 246

36度 137度 19951223

発掘　50 同　　　 上清水堂宗平邸遺跡富山市水橋清水堂 42分

34秒

18分

59秒
′′．一一′
19960120

所収遺跡名種 ．別 主 な時代 主 な遺構 主 な遣物 特記事項

清水堂A遺跡集落跡弥生、中世、近世溝、土坑 石斧、須恵器、珠洲焼、青磁、越中瀬戸焼 集　落　の　縁　辺　部

清水堂C遺跡集落跡弥生、中世、近世井戸、穴、溝
弥生土器、須恵器、緑粕陶器、土師質土
器、越中瀬戸焼、越前焼、瑚慨、青磁、
鉄鏡、漆塗木製品、木簡、種子

井戸跡多数検出、中世－
近世にかけての集落跡

清水堂B遺跡古　　墳弥生、古墳、中世周濠、穴、溝
弥生土器、土師器、須恵 清水堂古墳の周濠検出、

集落跡埠世 器、珠州焼 中世遺構の削平受ける

清水堂D遺跡集落跡弥生、中世、近世土坑、溝、小穴、掘立柱建物
弥生土器、土師器、珠州
焼、近世陶磁器

弥隼時代の集落跡

中一近世集落の縁辺部清水堂小深田遺跡集落跡中　世、近世 溝 珠州焼、近世陶磁器

清水堂宗平邸遺跡集落跡 古　 代 溝、穴 土師器 古　 代　 の　 溝　 跡




